
（例） 
川合地区では集落営農法人を中心に、地域の農地保全や特産品開発を通じた地域振興に取り組ん
でいます。あなたも川合での暮らしかたを学び、「むらびと」になりませんか？ 

季節を感じながら、 
それぞれのなりわいで暮らす。 

福知山市三和町川合地区 

川合でどのように暮らしていこうか？ 

川合地域では、 

「地域にかかわりながら、自分のなりわいを実現したい人」 
を求めています。 

  むらを維持するための「農業」も、それぞれのやりたい「なりわい」も、 
 どちらかひとつだけで生計を立てることは難しいものかもしれません。 
  しかし、川合の人達は、それぞれのできる仕事、得意な仕事を組み合わせて生活しています。  
 ずっと昔からそうでしたし、これからもきっとそうだと思います。 

農  業 
 

○ 集落営農法人「農事組合法人かわい」で働くことができます。 
○ 水稲、万願寺甘とう、こんにゃくいもの栽培や、農作業オペ  
  レーターなど、自分のライフスタイルに合った働き方が選べ 
     ます。 

農家民宿 
○川合地区では複数の農家民宿が営業しており、地域で暮らし  
 ながら話を聞いたり、相談したりすることができます。   

その他の仕事 
 

○ 工芸・パン屋・WEBデザインなど、農業等と両立できる自分 
     のなりわいを持って移住できる人や、起業したい人も大歓迎！ 

のんびりした田舎の風景、広がる自然の温かみ、人々の寛容さ。 
川合には、目立つ「もの」はないかもしれないけれど、 
ひとりひとりが価値ある「こと」を見出せる、作り出せるような 
豊かな暮らしがあります。 
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農事組合法人かわい  代表理事 土佐祐司さん 

 平成１２年、輸入ブランドビジネスの世界から一念発起して川合に戻 
り、地域の先輩と共に平成２１年「農事組合法人かわい」を立ち上げ
ました。現在は法人の代表として地域の半分を超える農地を預かると
ともに、過疎高齢化する地域の活性化に取り組んでいます。 
 法人のメンバーとして、あるいは地域活性化のパートナーとして、 
地域のために一緒に活動してくれる仲間を募集しています。 

川合の「むらびと」たち 

地域のサポート体制 

川合移住の相談窓口 

地域の窓口： 川合地域環境保全活動協議会 
                            TEL  ０７７３－４８－９９８８              
                            URL  http://kawai-kyoto.com/      
自治体窓口： まちづくり推進課    TEL  ０７７３－２４－７２２５ 
（福知山市） 農林業振興課   TEL  ０７７３－２４－７０４４  

住宅情報 

 空家バンク登録 ： ３軒 
 交渉可能      ： ３軒 

 お試し住宅         ：    ２軒 

川合地区ってどんなところ？ 
川合地区は京都府中部に広がる丹波の山々に囲まれた山村で、京都市内からは
車で１時間30分程度、綾部市街からは車で20分程度の距離にあります。 
地域データ 
集  落     大原（おおばら）・台頭（だいと）・上川合（かみがわい）・ 
      岼（ゆり）・下川合（しもがわい）・加用（かよう） 
人      口    ５７９人（平成２７年国勢調査）         
公共交通  バス ４～６本/日（日曜・祝日運休）（三和町細見⇔川合⇔綾部市街） 
買 い 物    ミニフレッシュ三和店（細見） アスパ（綾部）  
学      校    三和保育園（細見） 三和学園（小・中学校）（細見） 

病      院    三和診療所（細見） 綾部市立病院（綾部）           

地域のリーダー・農業技術指導者 

先輩移住者 

洞ケ瀬圭さん （里の公共員・農業・Iターン） 

 １年間のお試し住宅での生活を経て、平成３１年に川合に移住しました。
川合の自然の暖かな雰囲気や、多様な川合の人達たちとの関わりが
楽しかったことが移住の決め手でした。現在は農事組合法人かわいで
働くパートナーとともに自分の家の畑仕事をしたり、地域の方の農作業
を手伝ったりしつつ、京都府の非常勤職員である「里の公共員」とし
て、地域活性化に関わる仕事をしています。 
   都会では得られない、自然の中で暮らす、豊かさや沢山の学び。 
そして川合の人達は明るくて、皆さんとっても元気。いつもいいパワー 
をもらいながら、毎日充実した暮らしをしています。 

沢田さやかさん（農家民宿「ふるま家」・農業・Iターン） 

 古民家を舞台に民宿をしたくて家を色々と探していたところ、現在の 
家に出会いました。今はフランス人の夫と二人三脚でふるま家を経営 
しています。お客様の約半数が海外の方で、一緒に和食を作ったり、 
野菜の収穫をしたり、近くのお店で茶道体験をされています。最近は 
リピーターとして来てくださる方も増えています。 
 川合の暮らしで気にいっているのは「子育てに最適な環境」です。 
ご近所さんも息子をとても可愛がってくださいます。ほど良いご近所付 
き合い、美味しい空気、水、山に囲まれて四季を肌で感じられるので 
毎日飽きることはありませんね。 

先輩移住者 

沢田さやかさん（写真左） 

土佐祐司さん 

洞ケ瀬圭さん（写真左） 



川合で就農するには 

地域のデータ 
川合移住の相談窓口 
地域（川合地域環境保全活動協議会） 
TEL  ０７７３－４８－９９８８  
URL  http://kawai-kyoto.com/ 
自治体（福知山市） 
まちづくり推進課    TEL  ０７７３－２４－７２２５ 
農林業振興課   TEL  ０７７３－２４－７０４４ 
 
農業関係：中丹西農業改良普及センター 
        TEL  ０７７３－２２－４９０１ 

川合の営農モデル 

川合でできる農業 

年間作業 
 

○ こんにゃく芋（農事組合法人かわいで買取） 
 山地に適し、他の作物より獣害を受けにくいことから、 
昔から栽培されてきました。芋の栽培からこんにゃくの 
製造販売まで地域で行っています。 

○ 小豆（農事組合法人かわいで買取） 
 丹波で生産される「丹波大納言」は、大きさ、色、 
味、風味に優れた高級品とされています。 

○ 栗（JAに出荷） 
 生産量は減少傾向ですが、古くからの特産品として
根強い人気があります。現在はJAに出荷していますが
生産量を増やし安定的に供給できるようにすれば、新
たな販路も開拓できます。 ○ ふき（農事組合法人かわいで買取） 

 川合では、「ふきのとう」「きゃらぶき」の商品化 
を今後進めていこうと構想しています。 

① 移住する 
 まず確認すべきなのは、川合での暮らしが自分に
合っているかどうかです。お試し住宅などを活用して、
実際に住んでみて確認しましょう。 

② 農業技術を学ぶ 
 お試し居住中に農事組合法人かわいで働くなどして、
農業技術を学びます。就農する決意が固まったら、具
体的な就農準備に入ります。 

③ 農地を確保する 
 一般の土地と異なり、農地を買う、または借りる場合
は、福知山市農業委員会に申請を行い、許可を得る必
要があります。 

④ 農業機械などを確保する 
 農事組合法人かわいから農業機械を借りることができ
ます。また、半農半Ｘ移住者向けの機械導入補助制度
もあります。 

営農情報 
農地  
 水田 23ha（農事組合法人かわい） 
 畑  こんにゃく芋10a 小豆20a 
    栗30a 万願寺甘とう30a 
農業機械 
農事組合法人かわいから借りられるもの 
 トラクター（オペレーター登録が必要） 
機械導入補助制度が利用できるもの 
 管理機・草刈り機 

年間作業 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

こんにゃく芋 

小豆 

ふき 

栗 

万願寺甘とう 

水稲 

半農半Ｘ移住を目指す方へ  

○ 水稲（農事組合法人かわいで買取） 
 集落営農のオペレーターを求めています。 

稲刈り 田植え 育苗・代掻 

植付け 収穫 

収穫 

種まき 

ふきのとう収穫 ふき収穫 

赤色：繁忙期  黄色：他作業時期 

栽培管理 

栽培管理 枝せん定 

栽培管理 

栽培管理 

収穫 

○ 万願寺甘とう（JAに出荷） 
 肉厚で辛味のない緑色のとうがらしで、いま丹波で
一番勢いのあるブランド野菜です。 

植付け 収穫 栽培管理 

例１ 年間361万円 面積(a) 収量(kg) 売上(万円) 

こんにゃく芋 10 100 5 

小豆 20 210 21 

ふきのとう 10 10 10 

ふき 10 300 15 

万願寺甘とう 20 7000 250 

水稲オペレーター - - 60 

例２ 年間351万円 面積(a) 収量(kg) 売上(万円) 

こんにゃく芋 10 100 5 

小豆 20 210 21 

ふきのとう 10 10 5 

ふき 10 300 15 

万願寺甘とう 20 7000 250 

栗 30 300 15 

水稲オペレーター - - 40 ※従事できる時間に応じて営農規模は調整可 


